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はじめに
生体微量元素の研究が健康科学や栄養科学の観点から注目をあびている。執
筆者は，34番元素のセレンに最大の関心を寄せている。理由は「過剰であれ
ば毒物であり，微量には“なくてはならない”必須の元素」であることである。
特に後者の必須性に興味を持っている。
セレンの必須性は証明されているが，生体内での全体としての動きについて
の研究は全世界で始まったばかりといえる。そこで執筆者は，セレンを中心に
生体微量金属元素の動態と分布を実験的に検討する計画を建てた。方法論とし
て執筆者のこれまでの研究分野の放射化学的手法として“マルチトレーサ法，，
と“中性子放射化分析法”を適用し，標記課題“多元素同時追跡法によるセレ
ンと金属元素の生物無機化学の展開”を探求した。ここに研究成果を報告する。
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研究成果
投与されたセレンは全身に分布する。
このことが定量的に明らかになった。分布したセレンは長い時間体内に留まり，
その生化学的役割を演ずると考えられる。また理化学研究所と我々が開発した
マルチトレーサを使うことによって，セレンと他の元素（とくに第一遷移金属
のSc,V,Cr,Mn,Fe,Co,Zn)の動態を同時に知ることができた。
本研究でのもう一つの成果は，脳科学の研究にマルチトレーサ法と放射化分
析法が有効で，脳科学にとっての新しい知見を与える可能性が大きいことを示
したことにある。
成果の各論を次に‘発表論文，と共に示す。以下に，論文名とページを示す。
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各論文における個別の成果は‘論文，の本文を参考にしてほしい。
今後，セレンの生化学および生理学的研究が進むであろう。その時，本科学研
究の成果が幾分か参照されることを確信する。
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